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 要  旨 
 
本研究は、UWB(Ultra-Wideband)用自己補対アンテナの駆動系として、
InGaP/GaAs HBTを用いたアクティブバラン付き（不平衡入力-平衡出力）超広帯域
増幅器の設計および開発を行ったものである。 
この自己補対アンテナを駆動するためには、増幅器、バラン、インピーダンス
変換（50 Ω - 60π Ω）の機能が必要である。本研究では、InGaP/GaAs HBTを使
用した電流帰還形の負帰還回路構成による広帯域増幅器、アクティブバラン、イ
ンピーダンス変換を１つのGaAs MMIC上で一体化することによりRFモジュールの
小型化を図った。 
試作した広帯域増幅器MMICにおいては、3 dB帯域2.3 GHz～11.0 GHz、利得13.0 
dB、消費電力181 mW、UWB帯域においては、2.4 dB帯域であり、S11は-10.4 dB以
下、群遅延偏差48 ps以下、7.0 GHz時のP1dBは2.3 dBmをそれぞれ得ることができ
た。 
試作したアクティブバランMMICにおいては、3 dB帯域2.2 GHz～11.5 GHz、利得
-0.2 dB(60π Ω系)、消費電力121 mW、UWB帯域においては、2.5 dB帯域であり、
S11は-8.0 dB以下、群遅延偏差47 ps以下、Differential mode成分とCommon mode
成分の電力比171以上、7.0 GHz時のP1dBは-4.7 dBm(60π Ω系)をそれぞれ得るこ
とができた。 
試作したアクティブバラン付き増幅器MMICにおいては、3 dB帯域3.1 GHz～10.8 
GHz、利得17.7 dB(60π Ω系)、消費電力198 mW、UWB帯域においては、2.7 dB帯
域であり、S11は-15.1 dB以下、群遅延偏差131 ps以下、Differential mode成分
とCommon mode成分の電力比181以上、7.0 GHz時のP1dBは-10.6 dBm(60π Ω系)を
それぞれ得ることができた。 
 
